
令和４年度第二期専門研修　肢体不自由教育専修プログラム
「小・中学校に在籍する肢体不自由児の学びを支援する特別支援学校のセンター的機能」
協議資料
	勤務校名
	
	受講番号
	
	氏名
	

	１．勤務校の学区の市区町村数（　　　　　　　）

２．勤務校が行う地域支援の対象としている市区町村数（　　　　　　）
３．勤務校の支援地域における公立小・中学校等数　小（　　）校・中（　　）校・小中一貫校（　　）校
４．支援地域内の特別支援学級等を設置する小・中学校等の数
 (１) 以下の①～⑧の学級等を設置する学校数
対象とする障害種等
小学校数
中学校数
小中一貫校数
1 知的障害
2 肢体不自由
3 病弱・身体虚弱
4 弱視
5 難聴
6 言語障害
7 自閉症・情緒障害
8 通級による指導
（うち，肢体不自由）
（　　　　）
（　　　　）
（　　　　）
５．交流及び共同学習
（１）小・中学校等との学校間交流の年間延べ回数　小（　　）回・中（　　）回・小中一貫校（　　）回
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高（　　）回
（２）勤務校幼児児童生徒の居住地校交流実施人数
　　　　幼稚部　全（　　）名中（　　）名　　小学部　全（　　）名中（　　）名
中学部　全（　　）名中（　　）名　　高等部　全（　　）名中（　　）名
（３）勤務校等の学区内での副次的な学籍の有無、ある場合はその名称と概要。
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６．勤務校によるセンター的機能としての小・中学校等への支援の状況について
（１）センター的機能を推進するための勤務校内の体制整備状況（学校経営方針での位置づけ、担当分掌の位置づけ、担当者の専任化・授業時数の減免状況等）
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（２）勤務校に設置する障害種と支援対象としている障害種の状況
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【裏面に続く】
（３）支援地域内の小・中学校に在籍する肢体不自由児の状況と支援ニーズを把握する取組状況
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（４）小・中学校に在籍する肢体不自由児への主な支援の内容
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（５）小・中学校に在籍する肢体不自由児へ支援に関する成果と課題
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（６）幼稚園や高等学校、大学等に在籍する肢体不自由児の支援実績があれば概況を教えてください。

[image: image7]
７.今後に向けて
小・中学校に在籍する肢体不自由児の支援において、特に大事にしたいこと、力を入れたいこと等にはどのようなことがありますか？
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指定された日までに提出をしてください。

























































